
 

プラスチックごみの分別・リサイクルの拡大について 

 

１ 趣旨 

温室効果ガスを削減するために、現在燃やすごみとして焼却処理している、プラスチ

ック製品を新たに分別収集します。 

 

２ 新たに分別収集するプラスチック製品 

ハンガーやバケツなど、プラスチックのみでできた製品 

（※金属などとの複合素材や合成繊維や合成ゴムなどは、引き続き燃やすごみ） 

 

３ 排出方法 

既に分別していただいている、プラスチック製容器包装と同じ袋で、排出していただ

きます（週１回収集）。 

 
『プラスチック資源』として分別区分を新設 

【プラスチック製容器包装とプラスチック製品】 

 

４ 開始時期 

  令和６年 10月 先行実施 

  令和 7年 ４月 全市実施 

   

令和６年 10 月 先行実施 

中区 港南区 旭区 

磯子区 金沢区 戸塚区 

栄区 泉区 瀬谷区 

令和７年 ４月 全市実施 

鶴見区 神奈川区 西区 

南区 保土ケ谷区 港北区 

緑区 青葉区 都筑区 

 

５ 今後の予定 

  新たに分別収集するプラスチック製品の具体的な例を記載したチラシなどを製作し、

十分な時間をかけて、丁寧に皆様に周知していきます。 

区連会９月定例会説明資料 

令 和 ５ 年 ９ 月 2 0 日 

資源循環局政策調整課 

裏面あり 



６ その他 

現在、本件を盛り込んだ「新たな一般廃棄物処理基本計画」の策定を進めており、

計画策定に向けたパブリックコメントにて市民意見募集を予定しています。詳細は改

めてお知らせいたします。 

 

【参考①】 プラスチック資源の分別・リサイクルの流れ 

 

 
 

【参考②】 地球温暖化とプラスチックを取り巻く状況 

 

 地球温暖化は、災害級の猛暑や記録的豪雨など、地球規模の気候変動を引き起こすと

されています。 

 プラスチックは燃やすと、地球温暖化の原因となる温室効果ガス（ＣＯ２）を多く発

生します。 

 

燃やすごみからプラスチックを減らすことが「温室効果ガスの削減」につながります 

 


